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      凡      例 

■４揚水機場、西部取水工 

■パイプライン受益普通畑 ７８６ｈａ 

■パイプライン受益特殊畑  ６６ｈａ 

 パイプライン     ５８．４ｋｍ 

■西部取水工受益飼料畑  ２２６ｈａ 

－支線道路       ４１．５ｋｍ   

－支線排水路      ４２．８ｋｍ 

－防風林帯       １９．５ｋｍ 



河北潟の６０％ 

を干拓 

 ①食糧増産のための水田の拡大と周辺の排水改良を目的に、昭和３８年国営河北潟干拓建設事業が着工。 

 ↓ 

 ②昭和４０年代に米余りが顕在化し、昭和４５年開田抑制通達が出され、昭和５２年に水田から畑、酪農に変更。 

 ↓ 

 ③昭和５４年から畜産団地整備が農用地開発公団営事業により着手。 

 ↓ 

 ④２０有余年の歳月をかけ、昭和６１年に国営干拓事業、公団営事業が完了。 

  国営干拓総事業費 ２８０億円 

  干陸面積 １，３５６ｈａ 〔内訳〕普通畑 ７８６ｈａ 特殊畑 ６６ｈａ 飼料畑 ２２６ｈａ 

                   施設用地 ４７ｈａ 堤防等 ２３１ｈａ 

               〔市町別内訳〕 金沢市 ２８２ｈａ かほく市 ２１６ｈａ 

                       津幡町 ３７３ｈａ 内灘町  ４８５ｈａ 

  受益面積１，１２６ｈａ 組合員数２９６名（Ｈ２２．３現在） 

東京ドームとの比較 

 

河北潟  ２，２４８ｈａ 

ドーム    ４８０個 

 

干拓面積 １，３５６ｈａ 

ドーム    ２９０個 

 

残存水域   ８９２ｈａ 

ドーム    １９０個 



背 景 

理 念 

保全意識・体制 

の脆弱化 
３００名弱の組合員 

地域住民がいない 

厳しい農業経営！ 

高齢化・後継者不足 

農産物価格の低下 

広大な都市近郊農地 

畑作＆酪農 

理事会 

 ■豊かな自然環境 

 ■周辺へのアクセス機能 

 ■都市住民の余暇時間の増加 

 ■干拓地農業の振興と地域との連携… 

     農業・農村の 

     多面的機能の推進！ 

スローガン 

 

構想 

緑の大地推進活動 
 ●農業空間・地域共有財産としての保全 
 ●安心・安全な食糧生産基地としての推進 
 ●都心住民との交流促進、ＰＲ活動の推進 
地域コミュニティ活動 
 ●周辺地域と連携した環境維持保全 
 ●学校教育との連携 
 ●各種活動の場としての提供 

周辺住民、ＮＰＯ、ボランティア団体等 

との協力・連携 



●「ふれあい河北潟農業まつり＆もうもうフェスタ」 

 の開催（Ｈ２～） 

●河北潟干拓地「月の市」の開催（Ｈ７～） 

○河北潟干拓地「ひまわり村」の設置（Ｈ７～） 

○ホームページの開設（Ｈ１５～） 

○パンフレットの配布（Ｈ１５～） 

○農作物の鳥獣食害被害防止等の推進（Ｈ１２～） 

●良質営農用水の確保策の推進（Ｈ１２～） 

○冬期の除雪対策の整備（Ｈ１４～） 

○資源循環農業の推進（Ｈ９～） 

安心・安全な 

食糧生産基地 

としての推進 

○農地防風林帯の環境保全（Ｈ１２～） 

○除草抑制策の試行（Ｈ１５～） 

●干拓地防災体制の構築試行（Ｈ１８～） 

○主要道路の愛称看板の設置とフラワーロード 

 整備の促進（Ｈ１８～） 

農業空間・ 

地域共有財産 

としての保全 

河北潟干拓地をテーマ、題材 

（中心）とした活動 

都市住民との交流 

ＰＲ活動 



周辺住民、ボランティア団体等 

の参加による一斉除草 

●農地防風林帯の環境保全 

綿羊を利用した除草 

●雑草抑制策の試行 

農業空間・ 

地域共有財産 

としての保全 

河北潟の水位を併記 

排水施設の重要性をアピール 

●愛称看板の設置 

 廃瓦チップ材による雑草抑制 



鴨食害回避のための夜間パトロール 

伏流水を利用した給水スタンドの設置 

●良質営農用水の確保策の推進 

●資源循環農業の推進 

酪農団地のもみがら堆肥の生産 
畑地への供給(運搬～散布) 

安心・安全な 

食糧生産基地 

としての推進 

●農作物の鳥獣食害被害防止策の推進 



にぎわう産直販売 

●河北潟ふれあいフェスタ 

 の開催 

●ホームページの開設 

 パンフレットの配布 

●河北潟干拓地 

『ひまわり村』の設置 

ひまわり村開村式 
の園児遊園 

都市住民との交流 

ＰＲ活動 



●干拓地利用イベント導入の推進 

●観光コース組み入れ試行の発信構想 

○小中学校総合学習連携推進（Ｈ１５～） 

  出前講座    生き物調査 

  一斉水質調査  ものづくり体験教室 

  施設見学会   農業体験・収穫体験 

●園児への水路等危険啓発活動（Ｈ７～） 

●消費者交流活動（Ｈ１６～） 

学校教育との連携 

○農地防風林帯の景観木補植の推進 

 （Ｈ１６～） 

○干拓地美化活動の推進（Ｈ７～） 

○クリーン・ウォークの実施（Ｈ１８～） 

周辺地域と 

連携した 

環境維持保全 

河北潟干拓地を活用の一環 

（場の提供）とした活動 

各種活動の場 

としての提供 



周辺住民・ボランティア団体等 

参加による干拓地一斉清掃 

周辺地域と 

連携した 

環境維持保全 

●環境美化活動の推進 

健康増進＋美化活動の 
クリーン・ウォーク 

●クリーン・ウォークの実施 

●農地防風林帯の景観木補植の推進 

周辺住民・ボランティア団体等 

参加による景観木の補植 



●小中学校総合学習連携推進 

職場体験の受け入れ(ぶどう園の管理作業) 

学校教育との連携 

自然素材(雑草)を生かした 
ものづくり体験教室 

周辺住民・小学生等参加 

による流域一斉水質パックテスト 



●各種活動の場としての提供 

サイクルロードレースの開催 一周駅伝の開催 

全国からの問い合わせ・集客があるひまわり村 

●農業観光地 

 としての発信計画 

各種活動の場 

としての提供 



（１）活動組織〔１２団体〕 

水土里ネット 

河北潟干拓土地改良区 
代表・書記・会計・事務局 

ボランティア団体 

環八会 

組織副代表 

地域住民 

湖西親和会 

監査役 

農業者 

河北潟生産出荷組合 

ボランティア団体 

北陸彦三会 

自然保護団体 

河北潟自然再生協議会 

自然保護団体 
NPO河北潟湖沼研究所 

自然保護団体 

㈶日本野鳥の会石川支部 
農業団体 

JA金沢市 

農業団体 

JA金沢中央 

農業団体 

JA石川かほく 

農業者 

河北潟生産組合連合会 

19.4.16 活動組織総会 

基礎部分・誘導部分（農地・水向上活動）の中
心的役割を担う農家への対応 
→地区別説明会を実施し、事業内容、作業内容 
 の説明、周知徹底を図った。 
 全農家へ作業管理日誌を発送。 

誘導部分（農村環境向上活動）の中心的役割を
担う参画諸団体への対応 
→その団体の定期の会議の場を借り、事業内容、 
 活動内容の説明を行い、意思疎通を図った。 

得意分野ごとの役割分担による組織参画への対応 

協定 

対象 

資源 

 農地 1,020ha        パイプライン 58.4km 
 開水路(支排) 42.8km 開水路(集水渠) 15.6km 
 農道(AS舗装) 41.5km 農道(敷砂利) 16.4km 
 防風林帯 23.2km 



〔周知徹底〕地区別説明会等 

〔実践〕 

パイプラインの点検・診断 

開水路の点検・診断 

開水路の除草 開水路の泥上げ 

不耕作地の除草 

農道の砂利補充 

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの自動弁補修 

（２）基礎部分、農地・水向上活動 

干拓版作業管理日誌の作成 

集合時〔機能診断指示等〕 

２３地区に分け、責任者
(地区リーダー)を決め、
共同作業日を決定し、各
地区ごとに作業を実施 

酪農団地牛放牧による除草 



〔計画策定〕実施打合せ 生態系保全 

景観形成・ 
生活環境保全 

活動項目の内容 
４つのテーマについて実践 
〔基本〕干拓地既存活動 
    参画諸団体既存活動 
1. 年度計画の策定 
2. 実践前の打合せ 

（３）農村環境向上活動 

NPO、自然保護団体等 

生態系など出前授業 排水路の生き物調査 

水質保全 

資源循環 

浸透水の調査(県立大) 
木工沈床による浄化調査

(石川高専) 

スポットガーデンの花植え 

 
３品目 
 水稲(加工用米)    108ha 
 小松菜(施設園芸) 16.7ha 
 トマト(施設園芸)  0.5ha 

営農活動の取り組み 

刈草の堆肥化試験 県産間伐材の利用 

景観木の補植 



成 果 展 望 

協力・参加 

 

周辺住民 

ＮＰＯ 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体 

民間企業 

グリーン・アース河北潟 
〔１２団体〕      

自然保護団体 ２ 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体 ２ 

自治会 １ 

ＮＰＯ １ 

ＪＡ ３ 

 

生産組織 ２ 

水土里ネット 

指導・支援 

 

河北潟干拓地 

県２市２町 

連絡会 

 

既存組織との連携と運動組織の設立 

■多面的機能の啓発普及 

■都市住民との交流促進 

■農村環境・地域と連携した景観の推進 

■連携と協力→各団体定例会への参加 

■マスコミの利活用 

■水土里ネットの必要性 
提案・助言 

 

アドバイザー 

グループﾟ 
〔専門家・有識者 

・消費者等〕 

河北潟ふるさとづくり協議会(仮称) 
『新しいふるさとづくり都市住民を呼ぼう!!』 

連携 

協力 




